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H30年度研究について

H29年度:地域医療支援病院の実態把握のための量的分析

H30年度:都道府県/郡市区医師会/地域医療支援病院
に対する意識調査と地域分析

都道府県,郡市区医師会,医療機関に対する質問紙調査の実施
H29年度の調査並びに現行の各種統計等で入手できなかった、都道府県・郡市区医
師会・地域医療支援病院の地域医療支援病院のあり方に関する意識調査を実施した
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調査の概要:実施期間 2019年1月21日～2月12日
自治体調査
地域医療支援病院の承認に関する各自治体の対応・意識の実態調査を行う。承認の
地域差、承認への取組状況、要件を満たさなくなった場合の対応等について各自治
体の違いを明らかにする。
調査対象:47都道府県の地域医療支援病院の承認を担当する部局
調査方法:電子調査（悉皆調査）
地域医療支援病院調査
地域医療支援病院の診療実績のばらつきが指摘されているが、特に救急医療、夜間
休日対応、在宅医療への支援、医師派遣、地域医療との連携に焦点を当て、既存
データで把握できていない内容について実態を明らかにする。
調査対象:全国の地域医療支援病院
調査方法:電子調査（悉皆調査）
郡市区医師会調査
郡市区医師会の位置する地域における地域医療支援病院についての認識度、当該地
域の医療の過不足、地域医療支援病院に期待する病院像などを明らかにする。
調査対象:全国の郡市区医師会
調査方法:郵送調査（悉皆調査）
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結果①:基礎データ
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自治体 地域医療支援病院 郡市区医師会
調査対象数 47 592 728

回答 47 100％ 536 88.4% 492 67.6％
平均紹介率 - - - 73.3% - -

平均逆紹介率 - - - 89.7% - -

地域医療支援病院が無い - - - - 70 14.2％
制度の趣旨(かかりつけ医等
の支援)を知らない

0 0% - - 52 10.6％

地域医療支援病院 有 - - - - 411 83.5%

地域医療支援病院 無 - - - - 74 15.4%

地域医療支援病院 未回答 - - - - 7 1.4%



結果②:地域医療支援病院の「重要さ」
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結果③-1:医師少数区域等を支援する機能の実行状況
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地域医療支援病院調査

全体

536

巡回診療の実施の有無
実施有り 23 4.3%
実施無し 507 94.6%
無回答 6 1.1%

医師派遣の実施の有無
実施有り 265 49.4%
実施無し 248 46.3%
無回答 23 4.3%

代診医派遣の実施の有無
実施有り 74 13.8%
実施無し 432 80.6%
無回答 30 5.6%

地域の医師からの技術的相談に応じる体制の有無
体制有り 238 44.4%
体制無し 279 52.1%

無回答 19 3.5%

上記４つのうちいずれかが有り

体制有り 380 70.9%
体制無し 136 25.4%
無回答 20 3.7%

巡回診療の実施状況

全体

病院数 平均値

巡回診療の実施状況

巡回診療を実施している無医地区等の数 22 3.1
実施回数 21 45.0回
延べ診療日数 21 41.4日
延べ患者数 20 226.7人



結果③-2:医師少数区域等を支援する機能の実行状況
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地域医療支援病院調査
ホットライン
• 治療方針やヘリ搬送の判断、周産期の相談について、救急スタッフ、小児科
医、産婦人科医が２４時間待機し電話相談可能

• 消化器内科、循環器内科、脳神経内科、脳神経外科の医師がホットライン用の
携帯電話をもち、近隣の医療機関からの相談や受診依頼に応える。

• 心電図FAX相談システム:判読が困難、患者紹介するほどではないが念のため
など循環器内科スタッフが一緒に最善の対処法を検討

共同診療
• 開放型病床では、当院医師と地域の医師による主治医・副主治医制をとって診
療をしており、相談できる体制を構築している

• 開業医の医師とネットワークにより情報交換が可能。オープンシステム登録医
は、当院の医療機器を使用して検査、治療が可能。

研修・合同カンファレンス
• 地域の開業医から診療方針についての相談や手術技術向上のための立会い等を
希望された場合、原則受け入れるよう個別に対応している。

• 地域連携室より地域の医師へアンケートや訪問し、要望に即した学習会を開催
• 総合症例検討会を開催し、地域の先生も含め症例を持ち寄って検討会を実施
• 地域の医師からの要望に応じて研修を受け入れ。手術、シャント作成、アンギ
オなど技術的研修等可能な限り対応。

• 歯科口腔外科おいて、地域の歯科医師が当院で診療および手術の研修を希望し
た場合に実習受入れを行う教育システムを構築。



結果④:地域医療支援病院における在宅医療の実施状況
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地域医療支援病院調査

病院数 平均値

在宅療養支援病院の届
出の有無

届け出有り 7 1.3%

届け出無し 527 98.7%

→有の場合
往診又は訪問診療
の実施状況

初診、再診、往診又は訪問診療を実施した患者数（直近1月間） 6 3211.8人

往診又は訪問診療を実施した患者数（直近1月間） 6 86.5人

訪問診療を実施した回数（直近1年間） 6 280.3回

往診を実施した回数（直近1年間） 6 47.3回

訪問看護（緊急を含む）を実施した回数（直近1年間） 5 407.2回

在宅療養後方支援病院
の届出の有無

届け出有り 98 18.7%

届け出無し 427 81.3%

後方支援の提携をして
いる医療機関の数

在宅医療を提供する連携医療機関の数 96 25.9機関

（うち）在宅医療を提供する在宅療養支援診療所の数 94 12.2機関

在宅療養患者の入院受
入状況

在宅療養患者の受入回数 258 267.3回

（うち）自院で在宅医療を提供していた患者の受入 238 52.1回

（うち）他院（連携医療機関）で在宅医療を提供していた患者の受入 237 137.7回

自院で在宅医療を提供していたが入院の受入不可で他医療機関へ紹介した回数 232 0.7回

訪問診療、往診の状況
について

在宅患者訪問診療料（Ⅰ）1の算定回数 329 65.2回

在宅患者訪問診療料（Ⅰ）2の算定回数 322 6.4回

在宅患者訪問診療料（Ⅱ）の算定回数 323 0.0回

往診料の算定回数 328 25.4回

訪問看護の状況につい
て

在宅患者訪問看護・指導料※（1または2）の算定回数 331 53.6回

在宅患者訪問看護・指導料※（3）の算定回数 334 1.5回

退院前訪問指導料の算定回数 351 9.5回

退院後訪問指導料の算定回数 347 7.5回



結果⑤-1:地域医療支援病院が担うべき医療機能
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地域医療支援病院調査

1位 2位 3位 4位 5位
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

全体 536 100.0% 536 100.0% 536 100.0% 536 100.0% 536 100.0%

地域医療支援
病院が担うべき
医療機能

紹介患者への診療 342 63.8% 56 10.4% 18 3.4% 11 2.1% 8 1.5%
医療機器の共同利用 4 0.7% 95 17.7% 64 11.9% 44 8.2% 55 10.3%
地域の医療従事者に対する研
修 5 0.9% 42 7.8% 99 18.5% 91 17.0% 61 11.4%

医師確保に資する体制整備 13 2.4% 19 3.5% 24 4.5% 38 7.1% 40 7.5%
総合診療 4 0.7% 22 4.1% 30 5.6% 24 4.5% 27 5.0%
救急医療 138 25.7% 194 36.2% 68 12.7% 39 7.3% 26 4.9%
がんに対する医療 1 0.2% 26 4.9% 66 12.3% 43 8.0% 35 6.5%
脳卒中に対する医療 0 0.0% 12 2.2% 29 5.4% 52 9.7% 25 4.7%
急性心筋梗塞に対する医療 4 0.7% 11 2.1% 31 5.8% 45 8.4% 56 10.4%
糖尿病に対する医療 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 2 0.4% 4 0.7%
精神疾患に対する医療 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2% 2 0.4% 3 0.6%
災害時における医療 2 0.4% 15 2.8% 34 6.3% 45 8.4% 65 12.1%
へき地の医療 3 0.6% 5 0.9% 8 1.5% 13 2.4% 23 4.3%
周産期医療 1 0.2% 16 3.0% 21 3.9% 34 6.3% 25 4.7%
小児医療 3 0.6% 7 1.3% 20 3.7% 18 3.4% 24 4.5%
在宅診療 0 0.0% 2 0.4% 3 0.6% 6 1.1% 14 2.6%
歯科診療 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.2%
その他 3 0.6% 1 0.2% 4 0.7% 2 0.4% 6 1.1%
ブランク 13 2.4% 13 2.4% 15 2.8% 27 5.0% 38 7.1%



結果⑤-2:地域医療支援病院が目指すべき病院像
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地域医療支援病院調査
地域の医療機関の支援
• 在宅医療を受ける患者が大幅に増加することが予測されるため、時間外や休日
の在宅患者の緊入受入が重要

• 地域における特性を考慮した病院・在宅医療を支援する病院
• かかりつけ医への支援は相当に出来ているが、地域医療を取り巻く環境は大き
く変化している。今後は、機能の異なる病院間の連携の中核となることが重要

• 現行の要件を度外視してよいのであれば、postacute, subacuteの患者につき
急性期病院と在宅の橋渡しをする病院であるべき

プライマリケアの研修・指導・技術的支援
• 地域のかかりつけ医が気軽に当院に足を運び、共同診療や合同カンファレン
ス、学習・研修会等を充実させる

• 地域の医療機関が合同で運営する多職種研修会や課題解決の場の運営
その他
• 2025年の地域包括ケアシステム（地域完結型医療）へ向けての地域での医療変
革のリーダー

• かかりつけ医やかかりつけ歯科医だけでなく、かかりつけ薬剤師を含めた地域
医療全体への後方支援を行うと共に、福祉介護（高齢者、障害者、難病等）へ
の支援もおこなうべき

• 将来地域で働く医療人を育てる役割



結果⑤-3:地域医療支援病院が担うべき医療機能
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自治体調査

1位 2位 3位 4位 5位
件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

全体 47 100.0% 47 100.0% 47 100.0% 47 100.0% 47 100.0%

地域医療支援
病院が担うべき
医療機能

紹介患者への診療 30 63.8% 4 8.5% 1 2.1% 1 2.1% 4 8.5%
医療機器の共同利用 0 0.0% 14 29.8% 12 25.5% 9 19.1% 2 4.3%
地域の医療従事者に対する研
修 1 2.1% 6 12.8% 13 27.7% 15 31.9% 7 14.9%

医師確保に資する体制整備 7 14.9% 4 8.5% 3 6.4% 5 10.6% 5 10.6%
総合診療 2 4.3% 0 0.0% 1 2.1% 1 2.1% 9 19.1%
救急医療 3 6.4% 13 27.7% 5 10.6% 7 14.9% 4 8.5%
がんに対する医療 0 0.0% 0 0.0% 1 2.1% 0 0.0% 0 0.0%
脳卒中に対する医療 0 0.0% 0 0.0% 1 2.1% 0 0.0% 0 0.0%
急性心筋梗塞に対する医療 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.1% 0 0.0%
糖尿病に対する医療 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
精神疾患に対する医療 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
災害時における医療 0 0.0% 0 0.0% 1 2.1% 1 2.1% 1 2.1%
へき地の医療 0 0.0% 3 6.4% 3 6.4% 2 4.3% 4 8.5%
周産期医療 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
小児医療 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
在宅診療 0 0.0% 0 0.0% 3 6.4% 1 2.1% 1 2.1%
歯科診療 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
その他 3 6.4% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.1% 1 2.1%
ブランク 1 2.1% 3 6.4% 3 6.4% 3 6.4% 9 19.1%



結果⑤-4:地域医療支援病院が目指すべき病院像
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自治体調査
地域の医療機関の支援
• 医療法に規定する地域医療支援病院が果たす役割に加え，過疎地域や離島など
それぞれの地域の実情に応じ，ハード・ソフトの両面で医療提供体制の核とな
る機能を担う

• 二次医療圏において機能が無い診療科目の確保、へき地診療の応援、それに伴
う医師の配置支援（願わくば勤務環境改善支援も含み）が望まれる

• 看護学校実習生をはじめとする医療従事者の育成支援を充実させること
• 医療従事者の確保や在宅医療など、地域の実情に応じて不足する機能を提供す
る中核的な医療機関としての役割を期待する

• 地方部においては、各医療圏ごとに設置された地域医療支援病院が循環器を中
心とした二次・三次救急医療を担い、ポスト及びサブアキュートについては、
他の中小・小規模医療機関への医師派遣等を行うことにより機能分化

プライマリケアの研修・指導・技術的支援
• 単に承認要件を満たすだけでなく、かかりつけ医からの紹介患者に対する医療
の提供、かかりつけ医との医療機器の共同利用、救急医療の提供及び医療関係
者の研修を行うなど、かかりつけ医を支援する能力を備えた病院

地域の医療機能の分化や連携の中心的役割
• 地域医療構想推進の中心的な役割を担う医療機関として、地域医療構想調整会
議等における主体的なリーダーシップの発揮を期待する。



結果⑤-5:地域医療支援病院が担うべき医療機能
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郡市区医師会調査

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

492 100.0% 492 100.0% 492 100.0% 492 100.0% 492 100.0%

233 47.4% 55 11.2% 21 4.3% 18 3.7% 16 3.3%

4 0.8% 39 7.9% 28 5.7% 23 4.7% 23 4.7%

2 0.4% 18 3.7% 19 3.9% 31 6.3% 43 8.7%

25 5.1% 20 4.1% 22 4.5% 23 4.7% 22 4.5%

8 1.6% 35 7.1% 33 6.7% 22 4.5% 36 7.3%

163 33.1% 160 32.5% 66 13.4% 27 5.5% 10 2.0%

10 2.0% 20 4.1% 57 11.6% 47 9.6% 37 7.5%

3 0.6% 25 5.1% 47 9.6% 59 12.0% 36 7.3%

6 1.2% 32 6.5% 50 10.2% 68 13.8% 51 10.4%

2 0.4% 1 0.2% 2 0.4% 2 0.4% 3 0.6%

2 0.4% 3 0.6% 9 1.8% 11 2.2% 7 1.4%

11 2.2% 28 5.7% 44 8.9% 44 8.9% 69 14.0%

1 0.2% 6 1.2% 13 2.6% 17 3.5% 20 4.1%

5 1.0% 19 3.9% 28 5.7% 45 9.1% 36 7.3%

1 0.2% 13 2.6% 29 5.9% 29 5.9% 36 7.3%

5 1.0% 6 1.2% 10 2.0% 13 2.6% 25 5.1%

3 0.6% 2 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 2 0.4%

2 0.4% 1 0.2% 4 0.8% 0 0.0% 5 1.0%

6 1.2% 9 1.8% 10 2.0% 13 2.6% 15 3.0%

歯科診療

その他

ブランク

災害時における医療

へき地の医療

周産期医療

小児医療

在宅診療

3位 4位 5位

全体

地域医療支
援病院が担う
べき医療機能

紹介患者への診療

医療機器の共同利用

地域の医療従事者に対する研修

医師確保に資する体制整備

総合診療

救急医療

がんに対する医療

脳卒中に対する医療

急性心筋梗塞に対する医療

糖尿病に対する医療

精神疾患に対する医療

1位 2位



結果⑤-6:地域医療支援病院が目指すべき病院像
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郡市区医師会調査
地域の医療機関の支援
• あらゆる診療科において、こちらが責任を持って紹介できる体制をととのえて
ほしい

• スムーズで切れ目のない医療体制の確保。かかりつけ医が安心して地域医療に
取り組めるフォローを期待します。

• 地域の医師会員が高齢化する中、在宅医療をも行ってほしい。又、急変時の患
者様をスムーズに引き受けてくれる事を望みます

• 地域医療構想により在宅医療の展開が求められている。しかし在宅には十分な
介護力がない。地域医療支援病院には、退院時カンファレンスの充実、レスパ
イト入院受け入れなど、在宅医療の負担を軽減する支援も期待する

• 急性期や紹介患者を受け入れ、回復期以降は地域の医療機関へ逆紹介し連携を
重視していく。また、地域の中心的役割として在宅医療の提供等その地域の
ニーズに合った医療を提供する。

• 地域における基幹病院として全年令層への医療的対応と救急を断らない病院で
あってもらいたい

• 救急患者の受け入れと軽症患者の診療所への紹介
その他
• すべてをカバーするというスタイルでなくてもそれぞれの病院に特徴があって
も良いと思う。得意な分野を拡大することは、結果的に地域の診療レベルの向
上につながると思う。



結果⑦:二次医療圏における医療機能の不足
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地域医療支援病院調査 郡市区医師会調査

過剰 不足している
わからない（どちらで

もない）
件数 514 29 112 373
割合 100.0% 5.6% 21.8% 72.6%
件数 512 39 86 387
割合 100.0% 7.6% 16.8% 75.6%
件数 511 23 131 357
割合 100.0% 4.5% 25.6% 69.9%
件数 512 6 310 196
割合 100.0% 1.2% 60.5% 38.3%
件数 513 7 281 225
割合 100.0% 1.4% 54.8% 43.9%
件数 513 13 245 255
割合 100.0% 2.5% 47.8% 49.7%
件数 512 29 152 331
割合 100.0% 5.7% 29.7% 64.6%
件数 512 14 182 316
割合 100.0% 2.7% 35.5% 61.7%
件数 512 23 151 338
割合 100.0% 4.5% 29.5% 66.0%
件数 511 25 148 338
割合 100.0% 4.9% 29.0% 66.1%
件数 513 11 248 254
割合 100.0% 2.1% 48.3% 49.5%
件数 513 2 194 317
割合 100.0% 0.4% 37.8% 61.8%
件数 511 2 204 305
割合 100.0% 0.4% 39.9% 59.7%
件数 515 9 262 244
割合 100.0% 1.7% 50.9% 47.4%
件数 513 7 258 248
割合 100.0% 1.4% 50.3% 48.3%
件数 515 4 277 234
割合 100.0% 0.8% 53.8% 45.4%
件数 513 66 49 398
割合 100.0% 12.9% 9.6% 77.6%
件数 32 0 13 19
割合 100.0% 0.0% 40.6% 59.4%
件数 518 123 444 493
割合 100.0% 23.7% 85.7% 95.2%

上記項目のうちいずれかに該
当

急性心筋梗塞に対する医療

全体
貴院が属する二次医療圏における医療機能の過不足

紹介患者への診療

医療機器の共同利用

地域の医療従事者に対する
研修

医師確保に資する体制整備

総合診療

救急医療

がんに対する医療

脳卒中に対する医療

在宅診療

歯科診療

その他

小児医療

糖尿病に対する医療

精神病に対する医療

災害時における医療

へき地の医療

周産期医療

過剰 （うち地域医療支
援病院と他の医療
機関が競合）

不足している
わからない（どちらで

もない）

件数 438 17 16 113 308
割合 100.0% 3.9% 3.7% 25.8% 70.3%
件数 441 20 15 93 328
割合 100.0% 4.5% 3.4% 21.1% 74.4%
件数 440 28 17 116 296
割合 100.0% 6.4% 3.9% 26.4% 67.3%
件数 448 2 2 258 188
割合 100.0% 0.4% 0.4% 57.6% 42.0%
件数 442 9 5 174 259
割合 100.0% 2.0% 1.1% 39.4% 58.6%
件数 443 19 14 122 302
割合 100.0% 4.3% 3.2% 27.5% 68.2%
件数 436 28 12 124 284
割合 100.0% 6.4% 2.8% 28.4% 65.1%
件数 438 16 9 136 286
割合 100.0% 3.7% 2.1% 31.1% 65.3%
件数 441 27 17 125 289
割合 100.0% 6.1% 3.9% 28.3% 65.5%
件数 434 26 23 104 304
割合 100.0% 6.0% 5.3% 24.0% 70.0%
件数 440 12 5 215 213
割合 100.0% 2.7% 1.1% 48.9% 48.4%
件数 437 2 2 174 261
割合 100.0% 0.5% 0.5% 39.8% 59.7%
件数 434 3 1 199 232
割合 100.0% 0.7% 0.2% 45.9% 53.5%
件数 438 8 6 246 184
割合 100.0% 1.8% 1.4% 56.2% 42.0%
件数 438 10 7 245 183
割合 100.0% 2.3% 1.6% 55.9% 41.8%
件数 440 5 1 246 189
割合 100.0% 1.1% 0.2% 55.9% 43.0%
件数 432 46 28 54 332
割合 100.0% 10.6% 6.5% 12.5% 76.9%
件数 51 2 - 7 42
割合 100.0% 3.9% - 13.7% 82.4%

件数 463 105 - 396 439
割合 100.0% 22.7% - 85.5% 94.8%

上記項目のうちいずれかに該
当

全体

貴医師会が位置する二次医療圏における医療機能の過不足

紹介患者への診療

医療機器の共同利用

地域の医療従事者に対する
研修

医師確保に資する体制整備

総合診療

救急医療

がんに対する医療

脳卒中に対する医療

急性心筋梗塞に対する医療

糖尿病に対する医療

精神疾患に対する医療

災害時における医療

その他

へき地の医療

周産期医療

小児医療

在宅診療

歯科診療



結果⑧:総合診療科の状況
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地域医療支援病院調査

全体
指導医の有無

指導医有り 指導医無し 未回答

全体 536 201 37.5% 140 26.1% 195 36.4%

総合診療を行う
部門の有無

有 262 170 64.9% 44 16.8% 48 18.3%

無 243 30 12.3% 96 39.5% 117 48.1%

未回答 31 1 0 30



結果⑨:地域医療支援病院が果たしている医療機能の状況
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地域医療支援病院調査 郡市区医師会調査

全体

貴院が属する二次医療圏における医療機能の提供の有無

貴院のみ提供して
いる

貴院以外の医療
機関が提供してい

る

貴院と貴院以外
の医療機関の両
方が提供している

貴院が属する二
次医療圏におい
て、いずれの医療
機関も提供してい
ないと思われる

紹介患者への診療
件数 525 7 1 517 0
割合 100% 1.3% 0.2% 98.5% 0.0%

医療機器の共同利用
件数 524 43 11 462 8
割合 100% 8.2% 2.1% 88.2% 1.5%

地域の医療従事者に対する研
修

件数 524 22 3 498 1
割合 100% 4.2% 0.6% 95.0% 0.2%

医師確保に資する体制整備
件数 516 33 23 399 61
割合 100% 6.4% 4.5% 77.3% 11.8%

総合診療
件数 526 28 75 388 35
割合 100% 5.3% 14.3% 73.8% 6.7%

救急医療
件数 525 10 3 512 0
割合 100% 1.9% 0.6% 97.5% 0.0%

がんに対する医療
件数 526 11 9 506 0
割合 100% 2.1% 1.7% 96.2% 0.0%

脳卒中に対する医療
件数 526 28 51 446 1
割合 100% 5.3% 9.7% 84.8% 0.2%

急性心筋梗塞に対する医療
件数 526 46 44 431 5
割合 100% 8.7% 8.4% 81.9% 1.0%

糖尿病に対する医療
件数 526 6 17 503 0
割合 100% 1.1% 3.2% 95.6% 0.0%

精神疾患に対する医療
件数 525 11 236 270 8
割合 100% 2.1% 45.0% 51.4% 1.5%

災害時における医療
件数 524 56 34 432 2
割合 100% 10.7% 6.5% 82.4% 0.4%

へき地の医療
件数 520 43 179 144 154
割合 100% 8.3% 34.4% 27.7% 29.6%

周産期医療
件数 524 47 161 308 8
割合 100% 9.0% 30.7% 58.8% 1.5%

小児医療
件数 526 23 90 412 1
割合 100% 4.4% 17.1% 78.3% 0.2%

在宅診療
件数 524 5 327 177 15
割合 100% 1.0% 62.4% 33.8% 2.9%

歯科診療
件数 524 13 179 324 8
割合 100% 2.5% 34.2% 61.8% 1.5%

その他
件数 31 12 4 15 0
割合 100% 38.7% 12.9% 48.4% 0.0%

全体

貴医師会が属する二次医療圏における医療機能の提供の有無

地域医療支援病
院のみ提供してい

る

地域医療支援病
院以外の医療機
関が提供している

地域医療支援病
院と地域医療支
援病院以外の医
療機関の両方が

提供

貴医師会が位置
する二次医療圏
において、提供し
ていないと思われ

る

紹介患者への診療
件数 483 26 44 408 5
割合 100% 5.4% 9.1% 84.5% 1.0%

医療機器の共同利用
件数 475 93 41 249 92
割合 100% 19.6% 8.6% 52.4% 19.4%

地域の医療従事者に対する研
修

件数 480 93 42 304 41
割合 100% 19.4% 8.8% 63.3% 8.5%

医師確保に資する体制整備
件数 447 69 31 174 173
割合 100% 15.4% 6.9% 38.9% 38.7%

総合診療
件数 477 89 50 288 50
割合 100% 18.7% 10.5% 60.4% 10.5%

救急医療
件数 483 60 51 369 3
割合 100% 12.4% 10.6% 76.4% 0.6%

がんに対する医療
件数 482 65 41 369 7
割合 100% 13.5% 8.5% 76.6% 1.5%

脳卒中に対する医療
件数 482 77 59 339 7
割合 100% 16.0% 12.2% 70.3% 1.5%

急性心筋梗塞に対する医療
件数 484 119 53 296 16
割合 100% 24.6% 11.0% 61.2% 3.3%

糖尿病に対する医療
件数 478 22 52 398 6
割合 100% 4.6% 10.9% 83.3% 1.3%

精神疾患に対する医療
件数 445 11 206 220 8
割合 100% 2.5% 46.3% 49.4% 1.8%

災害時における医療
件数 477 89 49 320 19
割合 100% 18.7% 10.3% 67.1% 4.0%

へき地の医療
件数 458 46 99 156 157
割合 100% 10.0% 21.6% 34.1% 34.3%

周産期医療
件数 474 95 102 242 35
割合 100% 20.0% 21.5% 51.1% 7.4%

小児医療
件数 476 44 75 345 12
割合 100% 9.2% 15.8% 72.5% 2.5%

在宅診療
件数 473 8 203 201 61
割合 100% 1.7% 42.9% 42.5% 12.9%

歯科診療
件数 455 31 123 249 52
割合 100% 6.8% 27.0% 54.7% 11.4%

その他
件数 34 2 6 18 8
割合 100% 5.9% 17.6% 52.9% 23.5%



結果⑩-1:都道府県のフォロー状況
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自治体調査

件数 割合
業務報告書以外の確認
の実施

確認している 37 78.7%

確認していない 9 19.1%

未回答 1 2.1%

承認要件を満たさなく
なった地域医療支援病
院の有無

有り 13 27.7%

無し 34 72.3%

うち二年以内の改
善計画の提出の有
無

該当する全ての地域医療支援病院から改善計画の提出があった 8 61.5%

該当する一部の地域医療支援病院から改善計画の提出があった 0 0.0%

該当するいずれの地域医療支援病院からも改善計画の提出はなかった 5 38.5%

うちヒアリングや
立入検査の実施状
況

該当する全ての地域医療支援病院に対してヒアリング又は立入検査を実施している 9 69.2%

該当する一部の地域医療支援病院に対してヒアリング又は立入検査を実施している 0 0.0%

ヒアリングや立入検査に関しては実施していない 4 30.8%

改善計画の実施状
況

該当する全ての地域医療支援病院に対して課題の改善がみられた 4 44.4%

該当する一部の地域医療支援病院に対して課題の改善がみられた 1 11.1%

該当するいずれの地域医療支援病院からも課題の改善がみられなかった 4 44.4%



結果⑩-2:都道府県のフォロー状況
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自治体調査

ヒアリングにおいて確認した具体的内容
• 救急自動車搬送患者数について要件を満たしていないため、要件を満たせない
理由等について聞き取りを行った上で、３年計画で改善計画書の提出を求めた

• 紹介率・逆紹介率の要件を満たさなかった理由及び今後の基準を満たすための
取組についてヒアリングを行った

• 年1回、全ての地域医療支援病院に対して実施している現地確認の際に、要件を
満たすための取り組み等について聞き取りを行った。※A病院:救急患者数が
要件を満たしていないが、当該病院が所在する二次医療圏について定められた
医療計画を踏まえ、救急医療体制の確保の観点から、当該病院に承認を与える
ことが適当と判断したため承認を継続

• 年次計画の進捗状況及び計画達成予定時期等

立ち入り検査において確認した具体的内容
• 各種実績の集計方法及び根拠資料、運営委員会の議事録、果たしている役割に
関する情報発信の方法・内容、退院調整部門の内容、地域連携クリティカルパ
スの内容・実績、地域の看護学校実習生の受入状況、病院機能に関する第三者
評価の受講状況、必要な施設等の整備状況



まとめ
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• 地域医療支援病院ついては、自治体・郡市区医師会ともに
90%以上が重要性ありと認識

• 地域医療支援病院への期待に関する自由記載欄からは、自
治体・地域医療支援病院・郡市区医師会ともにかかりつけ
医・在宅医療への支援や、その地域の特色やニーズに応じ
た支援に関するコメントが寄せられた

• 本データを更に解析するとともに、今後の調査において、
個別の医療機関における事例調査を通して、地域医療支援
病院における果たしている役割の具体的中身を明らかにし
たい


